ちゅう　
































①本時を構想する上でポイントとなる素地


○問題解決のための知識・技能


・二等辺三角形の性質や三角形の外角の性質を理解している。


○既習とつなぐ見方・考え方


・一般的な場合について検討するときには、特殊な場合について検討し、その結果と共に手順や方法を活用するとよいことを経験している。


○共同追究でのゆさぶり


・この証明が全ての場合に適用できるか尋ねる。


○ゆさぶりに対応する経験


・点の位置などが変わった場合にもその証明が読めるか確かめることで、証明の意義を味わっている。





≪学習問題≫


１つの弧に対する円周角の大きさは、


点ＰがABの同じ側のどの位置にあっても、


中心角の大きさの半分になるだろうか。
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≪定着・活用問題≫
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≪学習問題≫
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②学習課題 : OPをかき入れて二等辺三角形をつくり、円周角の大きさが中心角の大きさの半分になることを証明しよう。





②見通し:APやBPがOAやOBと重なるときは、円周角の大きさが中心角の大きさの半分になることが示しやすい。→他の場合もOPを結んで二等辺三角形をつくって考えたらどうだろう。








１　課題とまとめを一体のものとしてとらえるには





③個人追究 : OPをかき入れて円周角の大きさが中心角の大きさの半分になることを証明する。





④共同追究前半（解法の比較検討）


「互いの証明が適切か、内容を確かめよう」


→「△APOは二等辺三角形だから二等辺三角形の底角は等しいという性質を使って∠OPA＝∠OAPを導いた」


「1つの外角はその隣にない２つの内角の和に等しいという三角形の外角の性質を使って、∠OPA＋∠OAP＝∠AOQを導いた」





④共同追究後半（思考を深める）


「この証明は、点ＰがABの同じ側のどの位置にあっても成り立つ証明といえますか」


→「点Pの位置を変えながら証明を読むと、多角形PAOBがくさび形のような図形のときはこの証明でいいと分かる」





⑤まとめ（児童生徒の言葉で）


・円周角の大きさが、中心角の大きさの半分になると思う。


・証明では、二等辺三角形をつくるように引いた線が補助線として有効だとわかった。
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⑥定着･活用問題


右図のような位置に点Pが有る場合も円周角が


中心角の半分になるか検討しよう。


証明しよう。
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＜本時の展開に当たっての留意点＞


・問題提示では、点Ｐの位置をいろいろ変えて∠APBの大きさを測るなどして、円周角がどこにあっても同じ大きさであることに気づけるようにする。


・課題把握の場面では、円周角が中心角の半分になることが説明しやすい状況とそうでない状況を比較しながら、解決方法の見通しを明らかにするよう促す。


・追究の場面では、証明の記述を完成した生徒に、点Ｐが他の場所にあるときも同じ関係が成り立つか考えるように促す。





【板書計画】








